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平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
相手を知っている程度 1-7    －    － 5.62 1.18
親密度 1-7 5.72 1.14 5.71 1.20
ふだんの接触頻度 1-7 4.78 1.76 4.61 1.88







どうしようかと迷うようなことが ･･･ 70.7 50.0
気分的に落ち込んでしまうようなことが ･･･ 70.7 45.1
いらいらしたり腹立たしくなるようなことが ･･･ 56.1 37.8
頭を悩ませてしまうようなことが ･･･ 68.3 52.4
不安になってしまうようなことが ･･･ 61.0 40.2

















































の相関平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
ストレス状況体験（4段階評定） 7.10 4.62 4.67 3.00 4.45*** .42***
ストレス体験の自己開示 1.30 0.81 1.41 0.76 1.19 .58***
ソーシャル・サポート 1.53 0.89 1.27 0.81 1.98+ .27*
否定的相互作用
　望まない相互作用の生起 0.38 0.63 0.55 0.66 1.69+ .23+









本人 ストレス状況体験（4段階評定） .27* -.17 -.15
ストレス体験の自己開示 -.18 .25+ .14
ソーシャル・サポート -.24+ .27* .22+
望ましくない相互作用の生起 .23+ .10 .28*
望ましい相互作用の非実現 .24+ .04 .12
親友 ストレス状況体験（4段階評定） .08 -.03 -.17
ストレス体験の自己開示 -.11 .07 -.19
ソーシャル・サポート .02 .07 -.19
望ましくない相互作用の生起 .19 -.19 .00

















分を強めていた（partial r=.23－ .27, p<.05－ .10）．
他方，ストレス体験の自己開示とソーシャル・サポー
トはポジティブな気分を強めていた（partial r=.25, 
p<10と partial r=.27, p<.05）．また．ソーシャル・
サポートは充実感と正，ネガティブ気分と負の相
関も有意傾向であった（partial r=.22, -.24, ともに
p<.10）．なお，望ましくない相互作用の生起は，ネ
ガティブ気分および充実感と関連していた（partial 
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